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９
月
28
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て

｢

い
ま
べ
つ
秋
ま
つ

り｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
当
日
は
、
時
折
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
同
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、

書
道
や
盆
栽
な
ど
文
化
団
体
作

品
な
ど
の
展
示
や
、
舞
台
で
は

コ
ー
ラ
ス
や
大
正
琴
、
今
高
バ

ン
ド
な
ど
が
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

野
外
会
場
で
は
、
多
く
の
出

店
が
並
び
、
野
菜
や
海
産
物
、

加
工
食
品
や
日
用
雑
貨
品
の
ほ

か
、
た
く
さ
ん
の
特
産
品
な
ど

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と
な
っ
た
、

今
別
牛
の
特
売
は
、
販
売
開
始

早
々
に
売
り
切
れ
と
な
り
、
牛

鍋
無
料
試
食
会
で
も
、
先
着
２

０
０
名
に
対
し
て
テ
ン
ト
の
前

に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
試
食

し
た
来
場
者
は
、
美
味
し
そ
う

に
食
べ
な
が
ら
冷
え
た
体
を
温

め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
竜
飛
産
海
峡
マ
グ
ロ

解
体
シ
ョ
ー
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
天
候
不
良
の
た
め
漁

が
出
来
な
く
、
予
定
を
変
更
し

て
、
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
目
の
前
で
解
体
さ

れ
て
い
く
マ
グ
ロ
を
見
な
が
ら

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、｢

頭
や

目
が
大
き
い｣

｢

す
ご
い
な｣

な
ど
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、

解
体
さ
れ
た
マ
グ
ロ
の
赤
身
・

中
ト
ロ
・
大
ト
ロ
を
買
い
求
め

る
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
川
平
荒
馬
保
存
会

に
よ
る
荒
馬
や
、
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
か
ら
ま
つ
り
会
場
を
盛
り

上
げ
た

｢

つ
が
る
海
峡
ち
ゃ
か

親
童
・
北
天
舞
悠｣

に
よ
る
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
演
舞
の
ほ
か
、

今
年
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

へ
出
場
し
て
入
賞
を
果
た
し
た
、

青
森

｢

津
軽
も
つ
け
ん
ど
・
蒼

天
飛
龍｣

チ
ー
ム
が
同
ま
つ
り

に
友
情
出
演
し
、
２
チ
ー
ム
に

よ
る
演
舞
や
大
旗
演
舞
な
ど
が

行
わ
れ
、
ま
つ
り
会
場
を
よ
り

一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
津
軽
海
峡
線
・
津

軽
今
別
駅
開
業
二
十
周
年
を
迎

え
、
夏
に
は
、
今
別
町
東
部
・

西
部
、
竜
飛
漁
協
の
合
併
な
ど
、

節
目
の
年
を
迎
え
、
今
回
開
催

さ
れ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

友
好
町
の
北
海
道
知
内
町
や
福

島
町
、
ま
た
、
外
ヶ
浜
町
な
ど

か
ら
も
特
産
品
の
販
売
が
行
わ

れ
、
例
年
以
上
の
店
が
出
店
し
、

会
場
は
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
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10
月
12
日
、
町
立
今
別
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、｢

青
函
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
知
内
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ

(

会
長
田
中
雄
二)

13
人
の
選
手
関
係

者
が
当
町
を
訪
れ
、
約
２
時
間

(

４
セ
ッ

ト)

交
流
試
合

を
行
い
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

試
合
後
は
、

村
元
地
区
会
館

で
交
流
会
が
行

わ
れ
、
互
い
の

町
の
話
題
な
ど

で
盛
り
上
が
り
、

来
年
の
再
会
を

約
束
し
て
、
交

流
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
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10
月
16
日
、
今
別
町
立
今
別
小
学
校

(

浅
利
勝
憲
校
長)

の
５
年
生
22
名
が
、

大
川
平
地
区
嶋
中
一
夫
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、

稲
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

春
に
同
児
童
が
植
え
た
苗
が
、
実
り
の

秋
を
迎
え
、
一
面
黄
金
色
に
輝
き
晴
れ
渡
っ

た
秋
空
の
下
で
、
児
童
た
ち
は
使
い
慣
れ

な
い
鎌
を
手
に
、
稲
を
刈
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

子
ど
も

た
ち
は
、

額
に
汗
を

流
し
な
が

ら
、
収
穫

の
喜
び
を

分
か
ち

合
っ
て
い

ま
し
た
。
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PQ RS

一般会計の歳入総額は24億３千947万７千円で､ 前年
度に比べ6.9％の増収になりました｡
主な内訳として､ 町税については､ 国の三位一体改革

による税源移譲に伴い､ 9.5％ (２千154万円) の増収､
普通交付税は対前年度比で７年振り1.7％ (２千272万７
千円) の増収となりました｡ また､ 老人福祉施設土地売
却 (１億円) のうち19年度分８千万円の収入などがあり
ました｡
人口減少と高齢化の進行による税収の減少や国からの

交付税等の見通しが予測困難な状況ですが､ これからも
自主財源の確保に努める必要があります｡

PQ TS

一般会計の歳出総額は､ 23億８千569万６千円で昨年
に比べて6.4％増額となりました｡
目的別歳出のトップは､ 民生費の５億515万３千円で

全体の21.2％を占めています｡ 以下､ 公債費の４億２千
191万６千円､ 総務費の４億１千74万６千円などとなっ
ています｡
町では､ 昨年６月に公布された ｢地方公共団体の財政

の健全化に関する法律｣､ いわゆる ｢財政健全化法｣ に
基づき､ 平成19年度決算から財政の健全度を示す各種指
標を公表することに対して､ 平成19年９月に議員報酬等
の削減や各種事業等を見直しした内容を反映した平成24
年度までの ｢町財政健全化計画｣ を策定しました｡ 民生
費の歳出には､ 国保会計と介護会計に対する繰出金２億
９千431万円が含まれています｡ 町財政健全化を図りな
がら､ 今後も引き続き､ 住みよい町づくりに努力してい
きます｡

単位：千円

議会費 43,449 (1.8％)

総務費 410,746(17.2％)

民生費 505,153(21.2％)

衛生費 315,774(13.2％)

労働費 7 (0.0％)

農林水産業費 93,678 (3.9％)

商工費 42,860 (1.8％)

土木費 122,386 (5.1％)

消防費 165,749 (7.0％)

教育費 177,127 (7.4％)

災害復旧費 4,511 (0.2％)

公債費 421,916(17.7％)

諸支出金 82,340 (3.5％)

単位：千円

町税 247,307(10.1％)

地方譲与税 29,183 (1.2％)

利子割交付金 796 (0.0％)

配当割交付金 422 (0.0％)

株式等譲渡所得割交付金 166 (0.0％)

地方消費税交付金 33,321 (1.4％)

自動車取得税交付金 10,481 (0.4％)

地方特例交付金 994 (0.0％)

地方交付税 1,324,033(54.3％)

分担金及び負担金 7,948 (0.3％)

使用料及び手数料 21,589 (0.9％)

国庫支出金 100,774 (4.1％)

県支出金 90,503 (3.7％)

財産収入 85,315 (3.5％)

寄附金 100 (0.0％)

繰入金 175,280 (7.2％)

繰越金 20,484 (0.9％)

諸収入 30,181 (1.3％)

町債 260,600(10.7％)

私たちが納めたお金 (町民１人あたり66,426円)
固定資産税

３８, ４３１円
町民税

２１, ３０８円
町たばこ税

５, ０９２円
軽自動車税

１, ５９５円

私たちに使われたお金 (町民一人あたり640,799円)

民生費
135,684円

公債費
113,327円

総務費
110,327円

衛生費
84,817円

うち､ 広域事務組合分

ゴミ・し尿・斎場

34,597円

教育費
47,576円

消防費
44,520円

うち､

広域消防事務組合分

37,810円

土木費
32,873円

農林水産業費
25,162円

諸支出金
22,117円

議会費
11,670円

商工費
11,512円

災害復旧費
1,212円

労働費
2円

(平成20年３月末人口3,723人より算出)
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【参考】－町税の内訳－
・町 民 税 ７９, ３３０千円
・固定資産税 １４３, ０７９千円
・軽自動車税 ５, ９３９千円
・町たばこ税 １８, ９５９千円
合 計 ２４７, ３０７千円

単位：千円

会 計 名 歳 入 歳 出 差引残額

一 般 会 計 ２, ４３９, ４７７ ２, ３８５, ６９６ ５３, ７８１

特
別
会
計

国保事業 ６４２, ２９５ ６０６, ３４４ ３５, ９５１

国保診療 １６７, ５８７ ２５７, ９３６ ▲９０, ３４９

老人保健 ５６５, ０４２ ５６７, ７２４ ▲２, ６８２

介護事業 ３５６, ５６９ ３３９, ３１５ １７, ２５４

介護サービス １８１, ２３７ ２４９, ７０３ ▲６８, ４６６

水道事業 １７３, ２４０ ２６９, １６２ ▲９５, ９２２

小 計 ２, ０８５, ９７０ ２, ２９０, １８４ ▲２０４, ２１４

合 計 ４, ５２５, ４４７ ４, ６７５, ８８０ ▲１５０, ４３３
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平成19年度決算の数値を基に算定した ｢実質赤字比率｣､ ｢連結実質赤字比率｣､ ｢実質公債費比率｣､ ｢将来負担比率｣ の４つの健全化判断比率と公
営企業の ｢資金不足比率｣ を地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定により公表します｡

������	����
平成19年６月に､ ｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣ が公布され､ 地方公共団体は､ 毎年度､ 健全化判断比率及び資金不足比率を監査

委員の審査に付した上で､ 議会に報告するとともに､ 住民に対し公表することが義務付けられました｡
各地方公共団体は､ 健全化判断比率により､ ｢健全化段階｣ ｢早期健全化段階｣ ｢財政再生段階｣ の３段階に区分され､ また､ 資金不足比率により､

｢経営健全化基準｣ が設けられ､ 早期健全化団体､ 財政再生団体や経営健全化団体になった場合には､ それぞれのスキーム (枠組み) に従って財政
健全化を図ることとなります｡
健全化判断比率等の公表は平成19年度決算から､ また､ 財政健全化計画等策定の義務付けは､ 平成20年度決算から適用されます｡

 �!"��	#$%&'()*+,�-.����	/
健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合は､ ｢早期健全化段階｣ となり､ 財政健全化計画を定めなければなりません｡

財政健全化計画は､ 議会の議決を経て定め､ 速やかに公表するとともに､ 県知事への報告､ 公表等の規定を設け､ 毎年度､ その実施状況を議会に報
告し､ 公表します｡
また､ 早期健全化基準以上となった場合には､ 地方公共団体の長は外部監査を受けなければなりません｡

0���12#$%34�56�-.78912/
健全化判断比率のいずれかが財政再生基準以上の場合は､ ｢財政再生段階｣ となり､ 財政再生計画を定めなければなりません｡
財政再生計画は､ 議会の議決を経て定め､ 速やかに公表するとともに､ 県知事を経由して総務大臣に協議し､ その同意を求めることができます｡
財政再生計画を定めている地方公共団体 (財政再生団体) は毎年度､ その実施状況を議会に報告し､ 公表します｡
また､ この財政再生計画については､ 総務大臣の同意を得ている場合でなければ､ 災害復旧事業等を除き､ 地方債の借入れができません｡

:�;<��	#$%&'(=�>?(9;<���	/
資金不足比率が経営健全化基準以上の場合は､ ｢経営健全化団体｣ となり､ 経営健全化計画を定めなければなりません｡

経営健全化は､ 議会の議決を経て定め､ 速やかに公表するとともに､ 県知事への報告､ 公表等の規定を設け､ 毎年度､ その実施状況を議会に報告し､
公表します｡
また､ 経営健全化基準以上となった場合には､ 地方公共団体の長は外部監査を受けなければなりません｡

※連結実質赤字比率の財政再生基準については､ ３年間の経過的な措置 (40％→40％→35％) を設ける｡

@�������	
��������ABBB
１� 健全化判断比率

※①は黒字で､ 赤字比率が算定されないため､ ｢－｣ 表示になっています｡
①実質赤字比率・・・・・※標準財政規模に対する､ 歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です｡
②連結実質赤字比率・・・標準財政規模に対する､ 全会計の赤字額から黒字額を引いた額の割合です｡
③実質公債費率・・・・・標準財政規模に対す実質的な公債費 (一般会計のうち義務的に支出しなければならない公債費や公債費に準じた

経費 (公営事業等他の会計の公債費に対する繰出金や一部事務組合の公債費負担金)) 相当額の割合で､ ３ヵ年
度平均値です｡

④将来負担比率・・・・・標準財政規模に対する一般会計が将来的に負担すべき実質的な負債に当たる額 (将来負担額) から償還に充てる
ことができる基金等を控除した負債の割合です｡

※標準財政規模・・・・・地方公共団体の標準的な収入です｡
２� 資金不足比率

①資金不足比率・・・ 一般会計の実質収支にあたる公営企業会計における資金不足について､ 公営企業の事業規模に対する比率です｡
上記のとおり､ ｢１�健全化判断比率｣ の今別町の指標は早期健全化基準を下回っており健全な状況でありますが､ ｢２�資金不足比率｣ が経営健全化

基準以上のため経営状態は悪化している状況にあると判断できます｡
財政健全化計画等策定の義務付けは､ 平成20年度決算から適用されますので､ 資金不足比率を ｢経営健全化基準｣ 未満にすることが求められます｡

区 分 今別町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

※ ① 実質赤字比率 － 15.00％ 20.00％

② 連結実質赤字比率 5.07％ 20.00％ 40.00％

③ 実質公債費比率 19.50％ 25.00％ 35.00％

④ 将来負担比率 181.50％ 35.00％

※早期健全化基準 財政再生基準 経営健全化基準 (市町村)

区 分 早期健全化基準 財政再生基準 経営健全化基準

① 実質赤字比率 11.25％～15.00％ (財政規模に応じ) 20.00％

② 連結実質赤字比率 16.25％～20.00％ (財政規模に応じ) 30.00％

③ 実質公債費比率 25.0％ 35.00％

④ 将来負担比率 350％

⑤ 資金不足比率 20.0％

区 分 会 計 名 今別町の比率 経営健全化基準

① 資金不足比率 今別地区簡易水道事業特別会計 33.0％ 20.0％
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温
泉
に
入
る
と
美
容
と
健
康
に
良
い
と

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
高
齢
化
率
が
高
く
、
元
気
な
お
年

寄
り
が
多
い
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、

お
年
寄
り
の
憩
い
の
場
が
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
年
寄
り
と
若
い
人
た

ち
の
健
康
と
保
養
の
た
め
に
、
温
泉
掘
削
を
計

画
し
た
ら
ど
う
か
。

�
�
�
�

滞
在
型
観
光
を
推
進
す
る
う
え
で

も
、
温
泉
施
設
が
有
効
な
施
設
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
の

町
の
財
政
状
況
で
は
、
掘
削
及
び
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

�
�

青
森
公
立
大
学
は
、
青
森
市
と
東
郡
町

村
が
一
体
と
な
っ
て
設
立
し
た
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
青
森
市
が

大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
向
け
積
極
的
に
進

め
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
る
と
町
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

�
�
�
�

公
立
大
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

４
月
の
法
人
化
を
目
指
し
て
事
務
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
対
応
と
し
て
は
、
東
郡
町
村

会
で
独
立
行
政
法
人
化
後
も
東
郡
町
村
へ
の
優

遇
措
置
は
従
来
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
、
東
郡
町

村
長
も
関
り
を
持
っ
て
い
く
こ
と
を
青
森
市
長

と
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
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!"#"$� % (単位：千円､ ▲はマイナス)

区 分 一般会計 特別会計の合計 総 合 計
歳入決算額 2,439,477 2,085,970 4,525,447
歳出決算額 2,385,696 2,290,184 4,675,880
歳入歳出差引額 53,781 ▲ 204,214 ▲ 150,433

!&'()*+,-()*./0 (単位：％)

財 政 指 標 平成19年度 早期(経営)健全化基準
連結実質赤字比率 ５.０７ ２０.０
実質公債費比率 １９. ５ ２５.０
将来負担比率 １８１. ５ ３５０.０
水道会計の資金不足比率 ３３. ０ ２０.０

○�������	
��� (単位：千円)

会 計 名 補正額 補正後の額 補正の主なもの
一般会計 126,716 2,239,305 福祉灯油購入費助成費 3,000

追加除雪費 36,923
小学校緊急地震速報受信装置設置 756
国保診療所会計繰出金 7,100
介護サービス事業会計繰出金 27,319
水道事業会計繰出金 17,011

国保(事業勘定) 32,244 726,302 退職被保険者等療養給付費 20,559
国保(診療施設) 97,449 252,034 前年度繰上充用金(累積赤字分) 90,349
老人保健 4,055 101,174 前年度繰上充用金 2,682
後期高齢者医療 752 43,437 納付書印刷費 752
介護(保険事業) 13,191 408,531 前年度国庫負担金返納金 8,993
介護(サービス事業) 88,761 162,584 前年度繰上充用金(累積赤字分) 68,466
簡易水道事業 114,533 246,542 前年度繰上充用金(累積赤字分) 95,922

今別浄水場ろ過装置ポンプ交換 1,413
合 計 477,701 4,179,909
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用
車
を
利
用
し
た
出
張
時
の
車

賃
１
キ
ロ
当
た
り

｢

10
円｣

を

｢

15

円｣

に
改
め
た
も
の
。

c
d
:
�
k
l
m
n
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i
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�
q
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4
j
b
@

こ
れ
ま
で
助
成
の
対
象
外
で
あ
っ

た
４
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

通
院
費
も
１
ヶ
月
に
つ
き
１
千
５
百

円
を
控
除
し
た
金
額
を
給
付
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
。
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平
成
21
年
４
月
か
ら
青
森
公
立
大

学
を
独
立
行
政
法
人
と
す
る
た
め
の

規
約
変
更
。

c
�
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s
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s
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v
w
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青
森
公
立
大
学
を
独
立
行
政
法
人

と
す
る
た
め
の
事
務
変
更
に
伴
う
財

産
の
処
分
。
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平
成
22
年
３
月
末
で
失
効
と
な
る

現
行
法
に
引
き
続
い
て
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
。

※

*
,
-
.
/
0
1
2

一
般
会
計
に
特
別
会
計
を
加
え
た
実
質

赤
字
額
の
割
合
、
20
年
度
決
算
か
ら
20
％

を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
る
。

�
�

�
�

�
�

�

今
年
の
春
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
国
道
２
８
０
号

袰
月
地
区
の
通
称

｢

七
曲
り｣

の
道
路
改
良
は
、

国
の
災
害
防
除
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
海
側
に
４

〜
６
メ
ー
ト
ル
を
広
げ
る
拡
幅
工
事
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
山
側
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
落
石

対
策
の
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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最
近
の
情
報
で
は
、
灯
油
代
は
昨
年
の

倍
く
ら
い
の
価
格
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
と
同
様
に
灯
油
代
を
助
成
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
助
成
す
る
と
し

た
ら
対
象
は
ど
の
よ
う
な
世
帯
で
、
ど
の
く
ら

い
の
数
に
な
る
の
か
。
ま
た
助
成
の
時
期
は
い

つ
ご
ろ
に
な
る
か
。

�
�

�
�

�
�

今
年
度
も
福
祉
灯
油
代
の
助

成
を
す
る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。
対
象
者
は

昨
年
同
様
に
、
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、

一
人
親
世
帯
の
非
課
税
世
帯
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
の
助
成
世
帯
は
230
世
帯
で
し
た
。
今
年

の
助
成
の
時
期
は
12
月
ご
ろ
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

�
�

今
別
分
署
と
外
ケ
浜
分
署
の
統
合
の
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
伺
い
ま

す
。
統
廃
合
と
な
る
と
、
距
離
的
な
問
題
が
あ

り
初
期
消
火
に
お
く
れ
が
で
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
救
急
搬
送
は
ど
う
な
る
の
か
。

今
別
分
署
は
老
朽
化
が
激
し
く
、
職
員
の
健

康
管
理
の
た
め
に
も
改
修
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�
�

�
�

東
郡
町
村
会
で
は
、
今
別
、
外

ケ
浜
分
署
の
消
火
部
門
の
統
合
を
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
救
急
部
門
に
つ
い
て
も
協
議

中
で
す
。
距
離
の
問
題
は
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
消
防
団
の
役
割
が
大
き
く
な
る

も
の
と
考
え
、
組
織
力
の
強
化
、
整
備
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

分
署
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
統
合
に
よ
る
施

設
整
備
計
画
を
作
成
し
、
順
次
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

連
結
実
質
赤
字
比
率
が
予
想
以
上
に
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。ま

た
、
当
初
の
町
健
全
化
計
画
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
職
員
の
犠
牲
が
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
職
員
の
給

料
削
減
を
少
し
で
も
緩
和
で
き
な
い
か
。

�
�
�
�

19
年
度
の
連
結
赤
字
比
率
は
、
５
・

07
％
と
大
幅
な
改
善
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
町
民
と
議
員
、
職
員
の

ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

20
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
徐
々
に
で
は
あ

る
が
改
善
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

た
だ
し
、
当
町
な
ど
は
交
付
税
の
動
向
に
左

右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
交
付
税
額
に

大
き
な
変
動
が
な
い
場
合
と
し
て
の
計
算
で
あ

り
、
苦
し
い
状
況
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
料
の
緩
和
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を

見
極
め
て
措
置
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
国
の
状
況
も
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
財
政
健
全
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�

新
聞
紙
上
で
は
、
今
別
町
は
高
齢
化
率

が
25
％
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
先
、
５
年
、
10

年
で
集
落
の
消
滅
も
あ
り
う
る
と
い
う
厳
し
い

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
町
で
は
10
年
先
の
人
口

推
移
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

現
在
の
高
齢
化
率
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。
さ

ら
に
５
年
、
10
年
先
の
児
童
・
生
徒
数
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町
と
し
て
人
口

増
を
図
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
を
考
え

て
い
る
の
か
。

�
�

�
�

�
�

今
年
度
策
定
予
定
の
第
四
期

介
護
保
険
計
画
に
よ
る
今
別
町
の
人
口
推
計
で

は
、
10
年
後
の
人
口
が
２
千
９
百
38
人
、
高
齢

化
率
45
・
98
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
９
月
１
日
現
在
の
高
齢
者
数
は
１

千
４
百
63
人
で
、
高
齢
化
率
は
39
・
82
％
で
す

	



�
�

児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、
今
年

１
歳
の
幼
児
が
就
学
す
る
26
年
度
に
は
児
童
数

79
人
、
生
徒
数
は
44
人
と
な
り
ま
す
。
10
年
後

の
30
年
度
は
、
児
童
数
73
人
、
生
徒
数
38
人
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�

�
�

人
口
増
の
手
だ
て
に
つ
い
て
は
、

苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

企
業
誘
致
は
非
常
に
難
し
く
、
農
・
漁
業
者

の
後
継
者
の
育
成
と
新
規
参
入
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
推
進
や
、
交
通
環
境
を
整
備
し
通
勤

圏
の
拡
大
を
図
っ
た
う
え
で
の
移
住
者
の
増
を

図
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

�
�

保
険
料
の
納
付
書
兼
領
収
済
通
知
書
と

い
う
も
の
が
高
齢
者
へ
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
内
容
が
非
常
に
分
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
納
付
金
額

｢

０｣

円
と
い
う
こ
と

で
来
て
い
ま
す
が
、｢

０｣

で
あ
れ
ば
通
知
す

る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
無
駄
は
改
善

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

�
�
�
�
�
�

納
付
書
兼
領
収
済
通
知
書
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
通
知
書
と
一
連
印
刷

で
あ
り
、
無
駄
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
分
か
り
に
く
い
点
は
、
今
後
、
広
域

連
合
と
協
議
を
し
、
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

�
�

政
府
が
発
表
し
た
漁
船
の
燃
料
の
補
助

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
燃
料
の
高
騰
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
物
価

が
上
が
り
、
生
活
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、｢

辛
抱
し

て
も
灯
油
を
買
う
金
が
な
い｣

、｢

体
調
が
悪
く

て
も
思
う
よ
う
に
病
院
に
行
け
な
い｣

、｢

冠
婚

葬
祭
に
も
義
理
を
欠
く
よ
う
な
始
末
で
あ
る｣

と
嘆
い
て
い
ま
す
。

財
政
の
厳
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
町
で
は
な

ん
ら
か
の
手
を
打
つ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
�

�

�
�

国
の
燃
料
高
騰
に
よ
る
緊
急

対
策
は
、
当
町
の
よ
う
な
回
遊
魚
や
磯
根
資
源

を
対
象
と
し
た
沿
岸
漁
業
を
主
と
す
る
地
域
で

は
、
事
業
の
採
択
は
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�

�
�

灯
油
代
つ
い
て
は
、
福
祉
灯

油
と
し
て
暖
房
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。
生
活
保
護
費
は
、
11
月
か
ら

３
月
ま
で
は
通
常
の
支
給
額
に
冬
季
加
算
と
し

て
１
万
８
千
円
が
加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
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８
日

東
郡
議
会
議
員
健
康
管
理
セ
ミ
ナ
ー

14
日

山
形
県
真
室
川
町
議
会
視
察
来
町

17
日

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

18
日

議
員
全
員
協
議
会

31
日

議
会
広
報
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

@
?

14
日

今
別
町
成
人
式

18
日

東
郡
町
村
議
会
議
長
会
議

20
日

今
別
町
追
悼
式

25
日
〜
27
日

総
務
文
教
・
産
業
建
設
常
任
委
員

会
合
同
視
察
研
修

A
?

８
日

議
会
運
営
委
員
会

12
日
〜
18
日

第
３
７
６
回
定
例
会

18
日

議
会
広
報
委
員
会

25
日

県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

生
き
が
い
健
康
づ
く
り
と
敬
老
の

集
い

29
日

青
森
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

� ������

平田村は､ 葉タバコや畜産
が主体だった地域で､ 阿武隈
高原の冷涼な気候を生かした
野菜生産の現状や問題点を伺っ
たあと､ ２人の会員の畑を見
てまわり､ 直接農家の方と話
しをすることができた｡
①品質管理の徹底 ②会員
の高齢化 ③１～５月の生産量の減少 ④取引先の販売戦略に影響
を受けやすい などの難しさがあり問題点でもあると感じた｡

� �� ���

三島町は､ 観光に力をいれ
都市との交流を活性化させる
構想はすばらしいものと感じ
た｡ また､ 伝統工芸には一生
懸命に取り組みされていると
思う｡ ただ､ そのために作ら
れた箱物(施設)は､ 眠ってい
るものもあり､ 維持管理費が
財政を圧迫しているように思える｡

� �������

平田村の視察研修では､ 農業について地域の特性を生かし､ 特産
物を主体的に創意工夫し付加価値を高め､ 農業や農村を活性化させ
ようとする強い意気込みを感じてきました｡ また､ どこの町でも高
齢化が進み悩んでいることも感じたところです｡

����������������

総務文教・産業建設両常任委員会は､ ８月25日から27日にかけ
て福島県の三島町と平田村を視察研修しました｡
三島町は､ 人口２､ １７０人で超高齢化の町ですが､ 30年前か

ら続けてきたという ｢ふるさと運動｣ を基に､ 自然や歴史・文化
など日常的な暮らしを地域資源として､ ｢エコミュージアム推進
事業｣ を進めているという町です｡
平田村では､ ｢ひらた高原朝採り野菜の会｣ の生産組織と販売

活動等について話を聞き､ 両町村とも有意義な研修となりました｡

����� !"#$%
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９
月
22
日
、
町
立
今
別
小
学
校(
浅
利
勝
憲
校
長)

体
育
館
に
お
い
て
、
文
化
庁
主
催
の

｢
学
校
へ
の
芸

術
家
等
派
遣
事
業｣

が
開
催
さ
れ
、
落
語
家
の
桂
歌

若

(

真
打
ち)

氏
を
招
い
て
、
落
語
鑑
賞
や
体
験
実

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
語
鑑
賞
で
は
、『

よ
た
ろ
う』

を
題
目
に
落
語

が
始
ま
る
と
、
会
場
に
は
笑
い
声
が
響
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
全
学
年
で
川
柳
作
り
を
体
験
し
て
、
学
年

ご
と
に
約
２
名
の
児
童
が
、
好
き
な
場
所
に
言
葉
を

入
れ
、
空
欄
部
分
に
担
任
の
先
生
が
言
葉
を
入
れ
て
、

ゆ
か
い
な
川
柳
を
完
成
さ
せ
な
が
ら
、
最
後
ま
で
笑

い
が
絶
え
な
い
会
場
で
は
、
大
喜
利
遊
び
を
全
校
児

童
で
楽
し
み
ま
し
た
。
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10
月
15
日
、
東
つ
が
る
農
業
協
同
組
合
村
元
米
倉

庫
に
お
い
て
、
平
成
20
年
米
穀
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
査
初
日
は
、
約
千
俵
の
新
米
が
倉
庫
に
積
み
重

ね
ら
れ
、
一
俵
一
俵
の
品
質
を
検
査
官
が
念
入
り
に

検
査
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
す
べ
て
一
等
米
の
評
価
を
得
て
お
り
、

今
年
は
収
穫
前
の
ひ
ょ
う
被
害
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
生
産
者
や
関
係
者

は
、
検
査
初
日
を
終
え
て

一
等
米
の
印
を
押
さ
れ
る

と
、
ホ
ッ
と
し
た
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

検
査
は
、
11
月
上
旬
頃

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
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９
月
27
日
か
ら
28
日
ま
で
、
第
18
回
東
北

少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
が
宮
城
県
本
吉
町

民
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
今
別
中
学
校
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
と
町
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

中
学
生
の
部
で
は
、
澤
田
悠
太
君(

３
年)

が
見
事
５
位
に
入
賞
し
、
小
学
生
の
部
で
は
、

澤
田
晃
希
君

(

５
年)

と
川
村
紘
平
君

(

４

年)

が
７
位
に
入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。
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第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会｢

チ
ャ

レ
ン
ジ
大
分
大
会｣

が
10
月
11
日
か
ら
13
日

ま
で
大
分
県
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
九
州
石
油

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
川
村
一
友

(

浜
名)

さ
ん
が
昨

年
に
続
き
、
２
年
連
続
２
回
目
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。

川
村
さ
ん
は
、
昨
年
、
同
大
会
知
的
障
害

者
青
年
男
子
の
部
で
、
百
メ
ー
ト
ル
及
び
二

百
メ
ー
ト
ル
の
２
種
目
で
見
事
日
本
一
に
輝

き
、
今
年
は
、
２
年
連
続
２
冠
と
自
己
ベ
ス

ト
更
新
を
目
標
に
、
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

重
ね
万
全
の
体
勢
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
見
事
打
ち

勝
ち
、
全
国
の
大
舞
台
で
見
事
昨
年
に
引
き

続
き
百
メ
ー
ト
ル(

12
秒
01)

及
び
二
百
メ
ー

ト
ル

(

24
秒
84)

の
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。

｢

２
年
連
続
、
全
国

大
会
で
優
勝
す
る
こ
と

が
出
来
て
、
本
当
に
う

れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
み
な
が
ら
、

様
々
な
大
会
に
出
場
し
、

上
位
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す｣

と
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
協
力
し
合
い
、
毎
週
、
様
々
な
制
作
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
20
日
に
、｢

こ
で
ま
り
の
会｣

の
み
な
さ
ん

と
、
段
ボ
ー
ル
紙
を
使
っ
て
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

段
ボ
ー
ル
を
切
っ
た
り
、
き
れ
い
な
包
装
紙
を
貼
り

形
を
作
り
上
げ
、
リ
リ
ア
ン
糸
を
使
っ
て
飾
り
付
け

な
が
ら
色
合
い
を
楽
し
み
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い

自
作
の
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、
町
の
秋
ま
つ
り

へ
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
12
日
に
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
企
画
し

た

｢

白
玉
だ
ん
ご
入
り
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ｣

作
り
も

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
白
玉
粉
を
こ
ね
る
人
、
ゆ

で
る
人
、
フ
ル
ー
ツ
の
缶
詰
を
切
る
人
な
ど
、
み
ん

な
で
手
分
け
協
力
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ち
ょ
う

ど
良
い
歯
ご
た
え
の
お
い
し
い
デ
ザ
ー
ト
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も
お
い
し
い
出

来
具
合
に
、
満
足
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

最
後
の
後
片
付
け
で
も
、
率
先
し
て
手
伝
っ
て
く

れ
て
、
と
て
も
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。
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＜例＞ ｢住所は､ 今別町大字今別字今別 ○○○番です｡｣
M NF�OPQR��S8�CDEFG�#�

＜例＞ ｢○○商店の東側です｡｣
T U!VW�XY�8�CDEFG�#�Z[�

＜例＞ ｢住宅の○○が燃えています｡｣
｢○歳の女性が腹痛です｡｣

\ ]^_`a,b�-.c!de�

(連絡先)
青森地域広域消防事務組合
消防本部 通信指令課
電 話 017-775-0851
ＦＡＸ 017-775-1444
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現在､ 今別町の地域において､ 自宅や職場などに設置している
電話から ｢１１９番｣ をダイヤルすると､ 今別分署へ通報されて
おります｡
この度､ 当消防本部では､ 消防通信システムを更新し､ より迅

速な出動体制及び応援体制を強化し､ 被害の軽減､ 救命率の向上
を図る目的から､ ���������	
�����������
������������ !"#$%

つきましては､ １１９番通報するときは､ 留意事項を参考にして
通報していただきますようお願いいたします｡

携帯電話からの１１９番通報は､
平成18年３月から､ すでに消防本部
通信指令課に通報されております｡
◆火災情報案内

消防本部 017－799－1199
今別分署 0174－35－2119 ��������	
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昨年､ 高齢者の死者が全死者の５割を超え､ 今年も昨年を上回るペース

で発生しています｡
高齢者の交通事故防止のため､ 次の点に注意しましょう｡

��������	

・横断は左右を確認しましょう｡
・横断歩道を利用しましょう｡
・夜間は明るい色の服装や反射材を着用しましょう｡

�
�������	

・高齢者マークを付けましょう｡
・標識がある交差点は一時停止､ 安全確認､ 見とおしの悪い交差点で
は徐行・安全確認をしましょう｡

・シートベルト (後部座席を含めた) を着用しましょう｡
・特に､ 老人の利用する ｢電動セニアカー (電動４輪車)｣ ｢歩行補助
者｣ の動向には注意しましょう｡

��������������
�
最近､ また振り込め詐欺被害が､ 毎日のように新聞に掲載されています｡
今別町に居住する方々にも ｢総合消費料金未納分請求最終通達書｣ ｢民事
訴訟継続最終通告書｣ 等と書かれた架空請求のハガキが送付されてきてい
ますので､ 十分注意してください｡

������������������������ �!
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殺人､ 強盗等の凶悪事件等で指名手配された犯人は､ 再び犯行を繰り返
すおそれがあるので､ 早期に検挙しなければなりません｡
警察では､ 特に重大な犯罪の犯人を選定して､ 11月中に全国警察の総力

を挙げて追跡捜査を行い､ これら犯人の早期検挙に取り組んでいるところ
です｡
この指名手配被疑者の発見に向けた各種捜査活動には､ 町民の皆さんの

ご協力が是非とも必要です｡
指名手配被疑者によく似た人を見かけたといった情報など､ どんなわず

かなことでも結構ですので､ 警察または駐在所に通報してくださるようお
願いします｡
連絡先 外ヶ浜警察署 ２２－２２１１

今別駐在所 ３５－２０２９
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青森県では､ 母子家庭などのお子さんが､ 修学・修業などの際に必要
な資金の貸付の申込を受け付けしています｡
なお､ 貸付の限度額や償還方法､ 償還期限などの詳細については東地

方福祉事務所までお問い合わせください｡
☆時 期 平成20年11月４日～平成21年２月27日

(土・日曜日､ 祝日､ 年末年始を除く)
※修学資金の申し込みは､ 随時受付しています｡

☆対象者 来春､ お子さんが小・中学校､ 高等学校､ 高等専門学校､ 短
期大学､ 大学､ 各種学校へ進学する母子・寡婦家庭の方 (小・
中学校の就学支度資金は所得税非課税の場合に限る)

(申請及びお問い合わせ)
東青地域県民局地域健康福祉部福祉総室 (東地方福祉事務所)

℡ 017-734-9950
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国土交通省では､ 市町村の協力のもとに､ 12月１日から全国各地にお
いて ｢平成20年住生活総合調査｣ を行うこととしています｡
この調査は､ 住生活基本法に基づく住生活の安定・向上に係る総合的

な施策を推進する上で必要となる基礎資料を得るために､ 居住環境を含
めた住生活全般に関する実態や居住者の意向・満足度等を総合的に調査
するもので､ ５年ごとに実施するものです｡
今回は､ 10月に実施された住宅・土地統計調査(総務省)に回答いただ

いた世帯の中から一部を抽出し､ 調査をお願いすることとなっています｡
11月24日から12月７日までの間､ 統計調査員証を持った調査員が対象

となった世帯を訪問いたしますので､ 調査をお願いする皆様には重ねて
お手数をおかけすることとなりますが､ ご協力のほどよろしくお願いい
たします｡
お問い合わせ：産業建設課建設担当 ３５－３６５４(直通)

��������	������
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○消費税を含む税体系の抜本的改革が行われるまでの間の措置として､
法人事業税の一部を分離し､ ｢地方法人特別税 (国税)｣ が創設され､
法人事業税の税率が引き下げられることとされました｡
(法人事業税と地方法人特別税を合わせた税負担額は､ 基本的に従前
と変わりません｡)
※平成20年10月１日以後に開始する事業年度分から適用されます｡

○青森県では､ 平成18年１月16日から､ 地方税電子化協議会が運営する
地方税ポータルシステム (通称 ｢ｅＬＴＡＸ：エルタックス｣) を利
用して､ インターネットによる法人県民税・法人事業税の申告受付を
開始しています｡
ご利用方法等､ 詳細については下記エルタックスホームページをご覧

ください｡
eLTAXホームページ：http://www.eltax.jp/

-./0123

東青地域県民局税部課税第一課 電話017-734-9972

���������	
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子どもにとって､ 生みの親の温かい愛情のもとで健やかに育つことほ

ど幸福なことはありません｡
しかし､ 現実には親の離婚や病気など､ さまざまな事情により家庭で

暮らすことができない子どもがたくさんいます｡
このような子どもをご自分の家庭に迎え入れ､ 一時的または継続的に､
温かい愛情と和やかな雰囲気の中で育てていただくのが里親制度です｡
里親には､ 養育里親､ 親族里親､ 短期里親､ 専門里親の４つの種類が

あります｡
子どもを養育している間は､ 里親手当､ 子どもの生活費や教育費など

が支給されます｡
※里親になりたい方は児童相談所にご相談ください｡ 里親制度や申請の
手続きについて詳しくご説明致します｡

※里親になることを申請されますと､ 児童相談所において生活状況等の
調査を行い､ 青森県社会福祉審議会の審査を経て､ 県知事が里親とし
て認定します｡

4./01235〒038－0003 青森市石江字江渡５－１
青森県中央児童相談所 担当：新谷､ 福沢

電話 017-781-9744

6789:;<�=>?@(A/B

○国民年金保険料は､ 全額が社会保険料控除 (非課税) の対象です｡
○年末調整や確定申告で国民年金保険料を申告する場合は､ ｢社会保険
料 (国民年金保険料) 控除証明書｣ の添付等が必要です｡ ｢社会保険
料 (国民年金保険料) 控除証明書｣ は､ 11月上旬に社会保険庁から送
付されますので､ 申告の際まで大切に保管してください｡
○社会保険庁のお問い合わせ窓口は､
控除証明書専用ダイヤル 電話 0570－070－117
(平成20年11月１日～平成21年３月13日､ 平日９:00～17:00)

��������	
���������

スイッチやコンセント､ プラグやコード等が使用中に熱くなる原因は､
電気の使いすぎか､ スイッチやコンセント､ プラグ等の接触不良が多い
ようです｡
そのまま使用しておりますと､ 過熱して火災
の原因になる事もあります｡
最寄りの電気工事店または家電販売店に相談
してください｡
※大型の電気器具は､ 使用中にコンセントやプ
ラグが多少温かくなることはあります｡

東北電気保安協会青森事業所
電話 017-743-8184
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放課後子ども教室の子どもたちは､ 毎日､ 元

気いっぱい外で楽しく遊んでいます｡

しかし､ これから訪れる冬場のために､ 室内

で遊ぶ道具が不足して困っています｡

バトミントンやブロック､ ボール､ オセロ､

かるたなど､ 古いものでも構いません｡

冬期間でも子どもたちが楽しく遊べるよう､

ご家庭で昔使用し､ 現在不要になった遊び道具

などございましたら､ 町中央公民館までご連絡

くださるようお願いします｡

また､ お手数をおかけしますが､ 直接､ 中央

公民館へ持ってきていただければ幸いです｡

お問い合わせ先

放課後子ども教室事務局 (中央公民館内)

電話 ３５－２１５７

����������������������������
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

����������������������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
	



�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

� �

� �

©
Ê
�

F
Ë
Ì
g
Í
W


